
(57)【要約】

【課題】　構造が単純で部品数を少なくしてコスト低減

を図り、また回転体を容器外面側に設け、手指等の汚れ

を防止した化粧料容器を提供すること。

【解決手段】　容器本体とキャップ、中皿と化粧皿、お

よび回転体とからなる化粧料容器であって、容器本体は

、内周壁と下方に回転体の支持筒を形成した外周壁を具

備しており、中皿は、中央部に化粧料吐出口を穿孔し、

パフを収納可能とした凹部を有する受け皿と、その外周

の取付部とを具備し、化粧皿は、中皿の凹部に合わせた

形状を有する皿体と、皿体の外周縁より垂設されたスカ

ート部と皿体の下方に垂設されたねじ筒を具備しており

、回転体は、支持筒に廻動自在に取着された外筒と、ね

じ筒に螺合する内筒とを具備し、容器本体の内周壁と皿

体のスカート部を非円形とし、互いに廻動不能としたこ

とを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 本 体 と キ ャ ッ プ 、 中 皿 と 化 粧 皿 、 お よ び 回 転 体 と か ら な る 化 粧 料 容 器 で あ っ て 、
　 容 器 本 体 は 、 内 周 壁 と 下 方 に 回 転 体 の 支 持 筒 を 形 成 し た 外 周 壁 を 具 備 し て お り 、
　 中 皿 は 、 中 央 部 に 化 粧 料 吐 出 口 を 穿 孔 し 、 パ フ を 収 納 可 能 と し た 凹 部 を 有 す る 受 け 皿 と
、 そ の 外 周 の 取 付 部 と を 具 備 し 、
　 化 粧 皿 は 、 中 皿 の 凹 部 に 合 わ せ た 形 状 を 有 す る 皿 体 と 、 皿 体 の 外 周 縁 よ り 垂 設 さ れ た ス
カ ー ト 部 と 皿 体 の 下 方 に 垂 設 さ れ た ね じ 筒 を 具 備 し て お り 、
　 回 転 体 は 、 支 持 筒 に 廻 動 自 在 に 取 着 さ れ た 外 筒 と 、 ね じ 筒 に 螺 合 す る 内 筒 と を 具 備 し 、
　 容 器 本 体 の 内 周 壁 と 皿 体 の ス カ ー ト 部 を 非 円 形 と し 、 互 い に 廻 動 不 能 と し た こ と を 特 徴
と す る 化 粧 料 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 容 器 本 体 は 、 円 形 の 内 周 壁 と 、 該 内 周 壁 の 下 端 に 取 着 さ れ 、 内 周 に ね じ を 螺 設 し た 内 筒
を 具 え た 案 内 体 と 、 下 方 に 回 転 体 の 支 持 筒 を 形 成 し た 外 周 壁 を 具 備 し て お り 、
　 中 皿 は 、 中 央 部 に 化 粧 料 吐 出 口 を 穿 孔 し 、 パ フ を 収 納 可 能 と し た 凹 部 を 有 す る 受 け 皿 と
、 そ の 外 周 の 取 付 部 と を 具 備 し 、
　 化 粧 皿 は 、 中 皿 の 凹 部 に 合 わ せ た 形 状 を 有 す る 円 形 の 皿 体 と 、 皿 体 の 外 周 縁 よ り 垂 設 さ
れ た ス カ ー ト 部 と 、 皿 体 の 下 方 に 垂 設 さ れ 、 縦 方 向 の ス リ ッ ト を 設 け た ね じ 筒 を 具 備 し て
お り 、
　 回 転 体 は 、 支 持 筒 に 廻 動 自 在 に 取 着 さ れ た 外 筒 と 、 ね じ 筒 の ス リ ッ ト に 嵌 挿 さ れ る 係 止
杆 を 立 設 し た 底 板 と を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 化 粧 料 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 化 粧 料 容 器 に お い て 、
　 化 粧 皿 と ね じ 筒 を 別 体 と し 、 ね じ 筒 内 周 面 に 、 回 転 体 の 係 止 杆 が 係 合 す る 縦 溝 を 刻 設 し
た こ と を 特 徴 と す る 化 粧 料 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 化 粧 料 容 器 に お い て 、 容 器 本 体 の 内 周 壁 に 縦 溝 を 刻 設 し 、 化 粧 皿 の ス カ
ー ト 部 の 下 端 に 、 上 記 縦 溝 に 係 合 す る 突 起 を 突 設 し た こ と を 特 徴 と す る 化 粧 料 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ ウ ダ ー 等 の 粉 末 化 粧 料 を 収 容 す る 化 粧 料 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 容 器 本 体 に 、 ば ね を 介 し て 上 昇 可 能 と し た 化 粧 料 皿 と 、 該 化 粧 皿 の 化 粧 料 上 面 に 接 合 す
る 回 転 可 能 と し た 切 削 皿 を 装 着 し 、 切 削 皿 を 廻 動 さ せ る こ と に よ っ て 化 粧 料 を 削 り だ し 、
粉 体 と し て 切 削 皿 上 に 溜 め 、 使 用 に 応 じ て 化 粧 料 皿 を 上 昇 さ せ る よ う に し た 化 粧 料 容 器 は
、 従 来 よ り 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ２ ５ ８ ２ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 化 粧 料 容 器 は 、 化 粧 皿 、 切 削 皿 、 そ の 支 持 機 構 等 を 容 器 本 体
内 に 装 着 し て お り 、 部 品 数 も 多 く 、 構 造 が 複 雑 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 切 削 皿 の 把 持 部 に 粉 末 化 粧 料 が 付 着 す る こ と も あ る の で 、 手 指 が 汚 れ る こ と も あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と を 課 題 と し て 、 構 造 が 単 純 で 部 品 数 を 少 な く し て コ
ス ト 低 減 を 図 り 、 ま た 回 転 体 を 容 器 外 面 側 に 設 け て 操 作 を 容 易 に し 、 手 指 等 の 汚 れ を 防 止
し た 化 粧 料 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 化 粧 料 容 器 と し て 、 容 器 本 体 と キ ャ ッ プ 、 中 皿
と 化 粧 皿 、 お よ び 回 転 体 と か ら な る 化 粧 料 容 器 で あ っ て 、 容 器 本 体 は 、 内 周 壁 と 下 方 に 回
転 体 の 支 持 筒 を 形 成 し た 外 周 壁 を 具 備 し て お り 、 中 皿 は 、 中 央 部 に 化 粧 料 吐 出 口 を 穿 孔 し
、 パ フ を 収 納 可 能 と し た 凹 部 を 有 す る 受 け 皿 と 、 そ の 外 周 の 取 付 部 と を 具 備 し 、 化 粧 皿 は
、 中 皿 の 凹 部 に 合 わ せ た 形 状 を 有 す る 皿 体 と 、 皿 体 の 外 周 縁 よ り 垂 設 さ れ た ス カ ー ト 部 と
皿 体 の 下 方 に 垂 設 さ れ た ね じ 筒 を 具 備 し て お り 、 回 転 体 は 、 支 持 筒 に 廻 動 自 在 に 取 着 さ れ
た 外 筒 と 、 ね じ 筒 に 螺 合 す る 内 筒 と を 具 備 し 、 容 器 本 体 の 内 周 壁 と 皿 体 の ス カ ー ト 部 を 非
円 形 と し 、 互 い に 廻 動 不 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 別 実 施 例 と し て 、 容 器 本 体 は 、 円 形 の 内 周 壁 と 、 該 内 周 壁 の 下 端 に 取 着 さ れ 、 内
周 に ね じ を 螺 設 し た 内 筒 を 具 え た 案 内 体 と 、 下 方 に 回 転 体 の 支 持 筒 を 形 成 し た 外 周 壁 を 具
備 し て お り 、 中 皿 は 、 中 央 部 に 化 粧 料 吐 出 口 を 穿 孔 し 、 パ フ を 収 納 可 能 と し た 凹 部 を 有 す
る 受 け 皿 と 、 そ の 外 周 の 取 付 部 と を 具 備 し 、 化 粧 皿 は 、 中 皿 の 凹 部 に 合 わ せ た 形 状 を 有 す
る 円 形 の 皿 体 と 、 皿 体 の 外 周 縁 よ り 垂 設 さ れ た ス カ ー ト 部 と 、 皿 体 の 下 方 に 垂 設 さ れ 、 縦
方 向 の ス リ ッ ト を 設 け た ね じ 筒 を 具 備 し て お り 、 回 転 体 は 、 支 持 筒 に 廻 動 自 在 に 取 着 さ れ
た 外 筒 と 、 ね じ 筒 の ス リ ッ ト に 嵌 挿 さ れ る 係 止 杆 を 立 設 し た 底 板 と を 具 備 し て い る こ と を
特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 別 実 施 例 と し て 、 上 記 の 化 粧 料 容 器 に お い て 、 化 粧 皿 と ね じ 筒 を 別 体 と し 、 ね じ
筒 内 周 面 に 、 回 転 体 の 係 止 杆 が 係 合 す る 縦 溝 を 刻 設 し た こ と を 特 徴 と す る 構 成 、 あ る い は
容 器 本 体 の 内 周 壁 に 縦 溝 を 刻 設 し 、 化 粧 皿 の ス カ ー ト 部 の 下 端 に 、 上 記 縦 溝 に 係 合 す る 突
起 を 突 設 し た こ と を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 化 粧 料 容 器 は 、 回 転 体 を 廻 動 さ せ る こ と で 化 粧 皿 が 上 昇 し 、 一 定 量 の 粉 体 が 化
粧 料 吐 出 口 か ら 吐 出 さ れ 、 パ フ に 適 量 付 着 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 シ ン プ ル な 構 造 と な っ て お り コ ス ト 低 減 が 図 れ る と と も に 、 回 転 体 が 容 器 外 面 に
装 着 さ れ て い る の で 、 操 作 が 簡 単 で し か も 手 指 等 の 汚 れ も 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 化 粧 料 容 器 の 化 粧 皿 の 移 動 を 、 容 器 外 面 に 装 着 し た 回 転 体 を 廻 動 さ せ る 等 の 簡 単 な 操 作
に よ り 、 一 定 量 の 粉 末 化 粧 料 の 吐 出 を 実 現 し た も の で 、 以 下 、 実 施 例 を 示 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 化 粧 料 容 器 は 、 容 器 本 体 １ と キ ャ ッ プ ２ 、 中 皿 ３ と 化
粧 皿 ４ 、 お よ び 回 転 体 ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 容 器 本 体 １ は 、 内 周 壁 ６ と 外 周 壁 ７ か ら 構 成 さ れ 、 円 筒 状 の 外 周 壁 ７ 上 方 は 縮 径 さ れ 、
キ ャ ッ プ ２ が 係 合 す る 係 合 部 ８ が 形 成 さ れ て お り 、 外 周 壁 ７ 下 方 は 縮 径 さ れ て 回 転 体 ５ の
支 持 筒 ９ と な っ て お り 、 支 持 筒 ９ の 外 周 に は 、 凹 溝 １ ０ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 中 皿 ３ は 、 中 央 部 に 化 粧 料 の 吐 出 口 １ １ を 穿 設 し 、 パ フ １ ２ を 収 納 可 能 と し た 凹 部 １ ３
を 有 す る 受 け 皿 １ ４ と 、 該 受 け 皿 １ ４ 外 周 に 連 接 さ れ 、 容 器 本 体 １ の 上 端 に 取 着 さ れ る 取
付 部 １ ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 化 粧 皿 ４ は 、 中 皿 ３ の 凹 部 １ ３ に 合 わ せ た 形 状 を 有 す る 皿 体 １ ６ と 、 該 皿 体 １ ６ の 外 周
端 よ り 垂 設 さ れ 、 容 器 本 体 １ の 内 周 壁 ６ に 摺 動 可 能 と し て 係 合 す る ス カ ー ト 部 １ ７ と 、 皿
体 １ ６ の 下 方 に 垂 設 さ れ 、 外 周 に ね じ １ ８ を 螺 設 し た ね じ 筒 １ ９ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 回 転 体 ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 容 器 本 体 １ の 支 持 筒 ９ に 係 合 す る 外 筒 ２ ０ と 底 板 ２ １
， 化 粧 皿 ４ の ね じ 筒 １ ９ に 係 合 す る 内 筒 ２ ２ と か ら 構 成 さ れ 、 外 筒 ２ ０ の 内 周 に は 、 支 持
筒 ９ の 凹 溝 １ ０ に 係 合 す る 凸 条 ２ ３ が 突 設 さ れ て お り 、 内 筒 ２ ２ の 内 周 に は 、 ね じ 筒 １ ９
の ね じ １ ８ に 螺 合 す る ね じ ２ ４ が 螺 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 容 器 本 体 １ の 内 周 壁 ６ 、 化 粧 皿 ４ の ス カ ー ト 部 １ ７ の 横 断 面 形 状 は 、 図 ４ に 示 す よ う に
、 楕 円 形 等 の 非 円 形 と し 、 互 い に 廻 動 不 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 容 器 本 体 １ の 外 周 壁 ７ と 回 転 体 ５ の 外 面 に 目 盛 等 を 付 与 す る こ と に よ っ て 、 回 転
量 を 目 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 化 粧 料 容 器 の 使 用 態 様 と 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 化 粧 料 容 器 の 中 皿 ３ に 一 定 量 の 粉 末 化 粧 料 が 収 納 さ れ る 。
　 化 粧 料 の 塗 布 に あ た っ て は 、 キ ャ ッ プ ２ を 開 い て パ フ １ ２ を 中 皿 ３ に 押 し 付 け る と 、 吐
出 口 １ １ 周 辺 の 粉 末 化 粧 料 を パ フ １ ２ に 付 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 中 皿 ３ 上 の 化 粧 料 が な く な る と 、 回 転 体 ５ を 廻 動 さ せ 、 化 粧 料 を 吐 出 口 １ １ よ り 吐 出 す
る 。
　 そ の 際 に は 、 容 器 本 体 １ の 外 周 壁 ７ を 保 持 し 、 回 転 体 ５ を 廻 動 さ せ れ ば 、 回 転 体 ５ の 回
転 が 内 筒 ２ ２ か ら ね じ １ ８ ， ね じ ２ ４ を 通 じ て 化 粧 皿 ４ の ね じ 筒 １ ９ と 伝 達 さ れ 、 ス カ ー
ト 部 １ ７ と 内 周 壁 ６ が 楕 円 形 等 の 非 円 形 で 廻 動 不 能 に 構 成 さ れ て い る の で 、 化 粧 皿 ４ が 上
昇 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 回 転 体 ５ の 廻 動 を 一 定 量 と す る と 、 常 に 一 定 量 の 化 粧 料 を 吐 出 さ せ る こ と が で き 、 廻 動
量 を 調 節 す る こ と に よ っ て 吐 出 量 を 調 節 す る こ と も で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 容 器 本 体 の 内 周 壁 、 お よ び 化 粧 皿 を 円 形 と し た 化 粧 料 容 器 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て
説 明 す る 。
　 図 ５ ， ６ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 化 粧 料 容 器 は 、 容 器 本 体 １ ａ と キ ャ ッ プ ２ ａ 、 中 皿
３ ａ と 化 粧 皿 ４ ａ 、 お よ び 回 転 体 ５ ａ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 容 器 本 体 １ ａ は 、 内 周 壁 ３ ０ と 、 該 内 周 壁 ３ ０ に フ ラ ン ジ ３ １ を 介 し て 連 設 さ れ た 外 周
壁 ３ ２ と か ら な り 、 内 周 壁 ３ ０ の フ ラ ン ジ ３ １ よ り 上 部 分 は 拡 径 部 ３ ３ と な っ て お り 、 ね
じ ３ ４ が 螺 設 さ れ て い る 。
　 内 周 壁 ３ ０ の 下 端 外 周 に は 、 周 方 向 に 複 数 の 縦 溝 ３ ５ が 刻 設 さ れ 、 案 内 体 ３ ６ が 嵌 合 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 案 内 体 ３ ６ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 内 周 面 に 縦 溝 ３ ５ に 係 合 す る 凸 条 ３ ７ を 突 設 し た 外
筒 ３ ８ と 底 板 ３ ９ 、 該 底 板 ３ ９ に 連 接 さ れ 、 上 端 に １ 条 の ね じ ４ ０ を 螺 設 し た 内 筒 ４ １ と
か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 外 周 壁 ３ ２ の 下 端 は 縮 径 さ れ 、 回 転 体 ５ ａ の 支 持 筒 ４ ２ と な っ て お り 、 外 周 に は 凹 溝 ４
３ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ ２ ａ は 、 頂 壁 ４ ４ と 側 周 壁 ４ ５ と か ら な り 、 側 周 壁 ４ ５ の
下 方 部 内 周 に は 、 容 器 本 体 １ ａ の ね じ ３ ４ に 螺 合 す る ね じ ４ ６ が 螺 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 中 皿 ３ ａ は 、 中 央 部 に 吐 出 口 ４ ７ を 穿 設 し た 受 け 皿 ４ ８ と 、 該 受 け 皿 ４ ８ 外 周 の 取 付 部
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４ ９ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 化 粧 皿 ４ ａ は 、 中 皿 ３ ａ の 受 け 皿 ４ ８ と 同 形 状 の 皿 体 ５ ０ と
、 容 器 本 体 １ ａ の 内 周 壁 ３ ０ の 内 面 に 摺 動 可 能 と し て 係 合 す る ス カ ー ト 部 ５ １ と 、 皿 体 ５
０ の 下 方 に 垂 設 さ れ 、 外 周 に 案 内 体 ３ ６ の ね じ ４ ０ に 螺 合 す る ね じ ５ ２ を 螺 設 し 、 複 数 の
ス リ ッ ト ５ ３ を 刻 設 し た ね じ 筒 ５ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 回 転 体 ５ ａ は 、 容 器 本 体 １ ａ の 支 持 筒 ４ ２ に 嵌 合 さ れ 、 内 周 に 支 持 筒 ４ ２ の 凹 溝 ４ ３ に
係 合 す る 凸 条 ５ ５ を 突 設 し た 外 筒 ５ ６ と 底 板 ５ ７ ， お よ び 底 板 ５ ７ に 立 設 さ れ 、 ね じ 筒 ５
４ の ス リ ッ ト ５ ３ に 係 合 す る 係 止 杆 ５ ８ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 容 器 本 体 １ ａ の 外 周 壁 ３ ２ と 回 転 体 ５ ａ の 外 面 に 目 盛 等 を 付 与 す る こ と に よ っ て
、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 回 転 量 を 目 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 化 粧 料 容 器 の 使 用 時 に 、 容 器 本 体 １ ａ の 外 周 壁 ３ ２ を 保 持 し 、 回 転 体 ５ ａ を 廻 動 す る と
、 回 転 体 ５ ａ の 係 止 杆 ５ ８ が ね じ 筒 ５ ４ の ス リ ッ ト ５ ３ に 係 合 し て い る の で 、 ね じ 筒 ５ ４
が 廻 動 さ れ 、 ね じ 筒 ５ ４ は 案 内 体 ３ ６ の ね じ ４ ０ に 案 内 さ れ 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 化 粧 料 の 塗 布 に あ た っ て は 、 前 記 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 実 施 例 で は 、 ね じ 筒 ５ ４ を 化 粧 皿 ４ ａ の 皿 体 ５ ０ か ら 垂 設 す る よ う に し た が 、 図 ７
に 示 す よ う に 、 ね じ 筒 ５ ４ ａ を 皿 体 ５ ０ と は 別 体 と し て 、 ね じ 筒 ５ ４ ａ の 内 周 面 に 縦 溝 ６
０ を 刻 設 し 、 該 縦 溝 ６ ０ に 係 止 杆 ５ ８ ａ を 係 合 さ せ る よ う に し て も よ い 。
　 そ う す る こ と に よ っ て 、 皿 体 ５ ０ は 廻 動 し な い の で 、 よ り ス ム ー ス に 上 昇 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ス カ ー ト 部 ５ １ ａ の 下 端 に 凸 起 ６ ５ を 突 設 し 、 容 器 本 体 の 内
周 壁 ３ ０ ａ に 縦 溝 ６ ６ を 刻 設 し 、 凸 起 ６ ５ を 縦 溝 ６ ６ に 係 合 す る よ う に し て 、 化 粧 皿 ４ ａ
の ス カ ー ト 部 ５ １ ａ を 内 周 壁 ３ ０ ａ に 摺 動 自 在 に 嵌 挿 す る よ う に し て も よ い 。
　 化 粧 皿 ４ ａ は 廻 動 す る こ と は な い の で 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 回 転 体 ５ ａ に 化 粧 皿 ４ ａ
の ね じ 筒 ６ ７ に 係 合 す る ね じ を 螺 設 し た 内 筒 ６ ８ を 立 設 し て 、 案 内 体 を な く す こ と も で き
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 化 粧 料 容 器 の 外 面 に 回 転 体 を 装 着 し た こ と に よ り 、 廻 動 が 容 易 に で き 、 手 指 等 の 汚 れ も
防 止 で き る 。
　 シ ン プ ル な 構 造 と な る の で コ ス ト 低 減 を 図 る こ と が で き 、 し か も 化 粧 料 の 吐 出 口 よ り 適
量 吐 出 可 能 で あ る の で 、 化 粧 料 容 器 の 商 品 価 値 が 高 ま り 、 さ ら に ま た 粉 末 化 粧 料 だ け で な
く ク リ ー ム 状 化 粧 料 等 に も 使 用 で き る の で 、 用 途 拡 大 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 化 粧 料 容 器 ば か り で は な く 、 粉 末 状 の 食 品 、 薬 品 等 の 収 納 容 器 に も 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 化 粧 料 容 器 の 半 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 キ ャ ッ プ を 除 い た 化 粧 料 容 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 キ ャ ッ プ を 除 い た 化 粧 料 容 器 の 半 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 回 転 体 を 取 り 外 し た 化 粧 料 容 器 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 例 の 化 粧 料 容 器 の 断 面 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 要 部 の 拡 大 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 化 粧 皿 の 上 昇 前 、 （ ｂ ） は 化 粧 皿 の 上 昇 時 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 変 形 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 他 の 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 、 １ ａ 　 　 容 器 本 体
　 ２ 、 ２ ａ 　 　 キ ャ ッ プ
　 ３ 、 ３ ａ 　 　 中 皿
　 ４ 、 ４ ａ 　 　 化 粧 皿
　 ５ 、 ５ ａ 　 　 回 転 体
　 ６ 、 ３ ０ 、 ３ ０ ａ 　 内 周 壁
　 ７ 、 ３ ２ 　 　 外 周 壁
　 ８ 　 　 　 　 　 係 合 部
　 ９ 、 ４ ２ 　 　 支 持 筒
　 １ ０ 、 ４ ３ 　 凹 溝
　 １ １ 、 ４ ７ 　 吐 出 口
　 １ ２ 　 　 　 　 パ フ
　 １ ３ 　 　 　 　 凹 部
　 １ ４ 、 ４ ８ 　 受 け 皿
　 １ ５ 、 ４ ９ 　 取 付 部
　 １ ６ 、 ５ ０ 　 皿 体
　 １ ７ 、 ５ １ 、 ５ １ ａ 　 ス カ ー ト 部
　 １ ８ 、 ５ ２ 　 ね じ
　 １ ９ 、 ５ ４ 、 ５ ４ ａ 、 ６ ７ 　 ね じ 筒
　 ２ ０ 、 ５ ６ 　 外 筒
　 ２ １ 、 ５ ７ 　 底 板
　 ２ ２ 　 　 　 　 内 筒
　 ２ ３ 、 ５ ５ 　 凸 条
　 ２ ４ 　 　 　 　 ね じ
　 ３ １ 　 　 　 　 フ ラ ン ジ
　 ３ ３ 　 　 　 　 拡 径 部
　 ３ ４ 、 ４ ０ 　 ね じ
　 ３ ５ 　 　 　 　 縦 溝
　 ３ ６ 　 　 　 　 案 内 体
　 ３ ７ 　 　 　 　 凸 条 　
　 ３ ８  　 　 　  外 筒 　
　 ３ ９ 　 　 　 　 底 板 　
　 ４ １ 、 ６ ８ 　 内 筒 　
　 ４ ４ 　 　 　 　 頂 壁 　
　 ４ ５ 　 　 　 　 側 周 壁
　 ４ ６ 　 　 　 　 ね じ 　
　 ５ ３ 　 　 　 　 ス リ ッ ト
　 ５ ８ 、 ５ ８ ａ 　 係 止 杆
　 ６ ０ 、 ６ ６ 　 縦 溝
　 ６ ５ 　 　 　 　 凸 起
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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